
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明樹脂基板の少なくとも一方の面に、感圧型接着剤層を介してプラスチックフィルム
が積層された積層板からなるディスプレイ用前面板であって、プラスチックフィルムの透
湿度が ０ｇ／ｍ 2／２４時間以上であることを特徴とするディスプレイ用前面板。
【請求項２】
プラズマディスプレイ装置に使用される請求項１に記載のディスプレイ用前面板。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ディスプレイ用前面板に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　ディスプレイ用前面板は、ディスプレイ装置の前面に配置されて使用される前面板であ
る。ディスプレイ装置の中でも ラズマディスプレイ装置は、大型のディスプレイ装置
として有用である。
【０００３】
　かかるプラズマディスプレイに使用される前面板は、プラズマディスプレイ装置の画面
を保護する保護板としての機能を担う他、ディスプレイ表示色の色調調整、外光の反射や
、映り込みを防止する機能、プラズマディスプレイ装置から発生する電磁波、赤外線 遮
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蔽する機能などの諸機能を担うものでもある。これらの機能は、例えば透明基板の片面ま
たは両面に上記諸機能を与える各種の機能性プラスチックフィルムを貼合することにより
与えられ、機能性プラスチックフィルムを透明基板に貼合するには、例えばアクリル系感
圧型接着剤などが使用される。
【０００４】
一方、プラズマディスプレイは、従来からの比較的発熱量の大きい陰極線管（ＣＲＴ）と
比べても発熱量が大きく、そのため、プラズマディスプレイに用いられる前面板には、従
来からのＣＲＴ用の前面板と比較して、より高温下における耐久性も求められる。さらに
プラズマディスプレイの用途としても、高温下、例えば炎天下の露天、サウナなどで使用
されることも想定される。
【０００５】
ところが、透明基板として、透明樹脂基板を用いた場合には、高温乾燥下や高温多湿下で
の使用において前面板の内部に気泡が発生し易い場合があり、そのため、長期間に亘る様
々な条件下でのプラズマディスプレイ装置の使用においては、前面板内部での気泡の発生
が懸念されていた。
【０００６】
かかる気泡の発生を抑制するものとしては、透明基板としてガラス基板を用いることも考
えられるが、衝撃に比較的弱く、また重量も重くなる傾向にあるという問題があった。
また、透明基板として透明樹脂基板を用いる場合には、透明樹脂基板の表面にハードコー
ト層を設けてハードコート透明樹脂基板として使用し、この片面または両面に機能性プラ
スチックフィルムを貼合することも考えられるが、透明樹脂基板にハードコート層を設け
る工程を余分に必要とする他、ハードコート層を設ける工程において異物が混入する可能
性もあり、十分に満足できるものであるとは言えなかった。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
　そこで、本発明者らは、透明樹脂基板に感圧型接着剤層を介してプラスチックフィルム
を積層し ィスプレイ用前面板において、高温乾燥下、高温多湿下での長期間に亘る使
用においても内部に気泡の発生しにく ィスプレイ用前面板を開発するべく鋭意検討し
た結果、機能性を付与するためのプラスチックフィルムとして特定の透湿度を有するプラ
スチックフィルムを粘着剤層を介して透明基板に貼合した前面板は、高温乾燥下、高温多
湿 においても長時間に亘り気泡が発生し難いことを見出し、本発明に至った。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　すなわち、本発明は、透明樹脂基板の少なくとも一方の面に、感圧型接着剤層を介して
プラスチックフィルムが積層された積層板からな ィスプレイ用前面板であって、プラ
スチックフィルムの透湿度が１０ｇ／ｍ 2／２４時間以上であることを特徴とする前面板
を提供するものである。
【０００９】
【発明の実施の形態】
　本発明 ィスプレイ用前面板に適用される透明樹脂基板としては、例えばアクリル系
樹脂板、ポリカーボネート系樹脂板、ポリエチレンテレフタレート板、ポリエチレン、ポ
リプロピレンなどからなるポリオレフィン系樹脂板などの熱可塑性樹脂板などが挙げられ
る。透明樹脂基板の表面にはハードコート層が設けられていてもよいが、ハードコート層

設けられていない透明樹脂基板を用いる場合に、本発明の効果は顕著である。透明基板
は、例えば赤外線を遮蔽する赤外線遮蔽機能を有していてもよい。赤外線遮蔽機能は、例
えば赤外線を吸収する化合物を含有させることにより付与することができる。透明樹脂基
板の厚みは特に限定されるものではないが、通常は０．１～２０ｍｍ程度である。
【００１０】
　本発明 ィスプレイ用前面板は、かかる透明樹脂基板の片面または両面に、感圧型接
着剤層を介してプラスチックフィルムが積層されているが、このプラスチックフィルムは
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その透湿度が１０ｇ／ｍ 2／２４時間以上であることが必要である。ここで透湿度は、Ｊ
ＩＳ　Ｚ　０２０８により測定されるものである。
【００１１】
透湿度が１０ｇ／ｍ 2／２４時間未満であると高温乾燥下において気泡が発生し易くなり
、好ましくは２０ｇ／ｍ 2／２４時間以上である。なお、かかる透湿度は通常は１５００
ｇ／ｍ 2／２４時間以下である。
【００１２】
かかるプラスチックフィルムには、ディスプレイ表示色の色調調整機能、外光の反射防止
機能、映り込み防止機能、汚染の付着を防止する汚染付着防止層、プラズマディスプレイ
から発生する電磁波を遮蔽する電磁波遮蔽機能、プラズマディスプレイから発生する赤外
線を遮蔽する赤外線遮蔽機能などの諸機能が付与されている。
【００１３】
色調調整機能は、例えば染料、顔料などをプラスチックフィルムに含有させることにより
付与することができる。
外光の反射防止機能は、例えばプラスチックフィルムの外側の面（透明樹脂基板に積層さ
れる側とは反対側の面）に反射防止膜を設けることにより付与することができる。反射防
止膜とは、可視光の反射率を低減し得る層であって、例えば低屈折率の物質からなる層と
高屈折率の物質からなる層とが交互に積層された薄膜、低屈折率物質からなる厚み０．０
５～０．３μｍ程度の薄膜などが挙げられる。
映り込み防止機能は、例えばプラスチックフィルムの外側の面に微細な凹凸を設けること
により付与することができる。
汚染付着防止層は、例えばプラスチックフィルムの外側の面に汚染の付着を防止し得る物
質、例えばフッ素系カップリング剤、シラン系カップリング剤などのカップリング剤を塗
布後乾燥することにより設けることができ、カップリング剤は通常、溶媒に希釈されて塗
布される。
【００１４】
電磁波遮蔽層は、例えばプラスチックフィルムの片面または両面に、全面に亙って透明導
電層を設ける方法、格子状の導電層を設ける方法などにより付与することができる。透明
導電層としては、例えばインジウム－スズ複合酸化物（ＩＴＯ）からなる層、導電性の金
属層と透明高屈折率層とが交互に積層された薄膜などが挙げられる。導電性の金属層とし
ては、銀や銀を主成分とする層が挙げられる。格子状の導電層としては、例えば格子状に
設けられた導電性を有する薄膜、導電性繊維が格子状に織られた導電性メッシュなどが挙
げられる。
赤外線遮蔽機能は、例えばプラスチックフィルムに赤外線を吸収し得る化合物を含有させ
る方法、プラスチックフィルムの片面または両面に赤外線を反射する層を設ける方法など
が挙げられる。赤外線を反射する層としては、例えば銀からなる層などが挙げられる。
【００１５】
一のプラスチックフィルムには、これらの諸機能のうちの一が付与されていてもよいし、
二以上の機能が付与されていてもよい。例えば電磁波遮蔽層として銀または銀を主成分と
する導電性の金属層と誘電体層とが交互に積層された薄膜を用いた場合には、導電性の金
属層が赤外線を反射するため、赤外線遮蔽機能を合せて付与することもできる。
【００１６】
かかるプラスチックフィルムの材質は、上記透湿度を満足し、感圧型接着剤により透明樹
脂板に積層できるものであれば、特に限定されるものではなく、例えばトリアセチルセル
ロース（ＴＡＣ）などのセルロース系樹脂、ポリカーボネート系樹脂（ＰＣ）、ポリエチ
レンテレフタレート（ＰＥＴ）などのポリエステル系樹脂、ポリメチルメタクリル酸メチ
ル（ＰＭＭＡ）などのアクリル系樹脂、ポリエチレン、ポリプロピレンなどのポリオレフ
ィン樹脂などが挙げられる。
プラスチックフィルムの厚みは、透湿度を満足する範囲で適宜選択され、特に限定されな
いが、例えば１０μｍ～３００μｍ程度である。
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【００１７】
　本発明のディスプレイ用前面板においては、このようなプラスチックフィルムが、感圧
型接着剤層を介して透明樹脂基板に積層されている。感圧型接着剤層を構成する感圧型接
着剤としては、例えばアクリル 感圧型接着剤、ウレタン系感圧型接着剤などが挙げられ
る。感圧型接着剤層の厚みは特に限定されないが、通常は１０～２００μｍ程度である。
【００１８】
　本発明 ィスプレイ用前面板として用いられる積層板は、例えばプラスチックフィル
ムの片面に感圧型接着剤層を設け、これを透明樹脂基板に貼合することにより製造するこ
とができる。また、透明樹脂基板の表面に感圧型接着剤層を塗布し、その上にプラスチッ
クフィルムを貼合してもよい。貼合方法は特に限定されるものではなく、例えば 所定の
大きさの透明樹脂基板と所定の大きさに切出されたプラスチックフィルムとを重ね合せた
のち加圧してもよいし、所定の大きさの透明樹脂基板と帯状のプラスチックフィルム
重ね合せたのち加圧し、次いで帯状のプラスチックフィルムを切断してもよい。
【００１９】
かくして得られる積層板は、ディスプレイ装置、特にプラズマディスプレイ装置の前面に
前面板として装着されて用いられる。
【００２０】
【発明の効果】
　本発明のディスプレイ用前面板は、高温乾燥下や高温多湿下においても長期間に亘り内
部に気泡が発生しにくいので、従来のＣＲＴ用前面板と比較して より高温乾燥下、高温
高湿下での耐久性が求められるプラズマディスプレイ にも使用し 長期間に亘
る耐久性に優れている。また、高温下で使用されるディスプレイ装置にも、 の前面板と
して使用し得る。
【００２１】
【実施例】
以下、実施例により本発明をより詳細に説明するが、本発明はこれら実施例に限定される
ものではない。
【００２２】
なお、各実施例で得られた積層板の評価は以下の方法で行った。
（１）高温乾燥下での耐久性
積層板を８０℃乾燥下に１２０時間放置したのち、積層板の両面をそれぞれ目視により観
察し、下記基準で評価した。
○：気泡の発生が認められない。
△：端部の一部において気泡の発生が認められる。
×：端部および中央部の双方に気泡の発生が認められる。
（２）高温高湿下での耐久性
積層板を６０℃９０％湿度下に１２０時間放置したのち、積層板の両面をそれぞれ目視に
より観察し、下記基準で評価した。
○：気泡の発生が認められない。
△：端部の一部において気泡の発生が認められる。
×：端部および中央部の双方に気泡の発生が認められる。
（３）プラスチックフィルムの透湿度
ＪＩＳ　Ｚ　０２０８に準拠して測定した。
【００２３】
実施例１
透明樹脂板〔住友化学工業 (株 )製、「Ｓｘ００００」、アクリル系樹脂板、厚み３ｍｍ、
大きさ２００ｍｍ×３００ｍｍ、表面にハードコート層を有しない〕の両面に、ＴＡＣフ
ィルム〔厚み１３９μｍ〕の片面に反射防止層が設けられ反対側の面に感圧型接着剤層が
設けられた反射防止機能を有するプラスチックフィルム〔「リアルック２２０１」、日本
油脂 (株 )製、透湿度２３４ｇ／ｍ 2／２４時間、大きさ２００ｍｍ×３００ｍｍ〕を感圧
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型接着剤層側で積層して、積層板を得た。この積層板の評価結果を表１に示す。この積層
板は、プラズマディスプレイ用前面板としてプラズマディスプレイの前面に配置して使用
しても、長期間に亘り内部に気泡が殆ど発生しない。
【００２４】
実施例２
実施例１で用いたと同じ透明樹脂板〔「Ｓｘ００００」、厚み３ｍｍ、大きさ２００ｍｍ
×３００ｍｍ、表面にハードコート層を有しない〕の一方の面に、反射防止機能を有する
プラスチックフィルム〔「リアルック２２０１」、大きさ２００ｍｍ×３００ｍｍ〕を感
圧型接着剤層側で積層し、他方の面に防眩機能を有するプラスチックフィルム〔表面に微
細な凹凸が設けられたＴＡＣフィルム、厚み８４μｍ、透湿度２２７ｇ／ｍ 2／２４時間
〕をアクリル系感圧型接着剤を介して積層し、積層板を得た。この積層板の評価結果を表
１に示す。この積層板は、プラズマディスプレイ用前面板としてプラズマディスプレイの
前面に配置して使用しても、長期間に亘り内部に気泡が殆ど発生しない。
【００２５】
実施例３
実施例１で用いたと同じ透明樹脂板〔「Ｓｘ００００」、厚み３ｍｍ、大きさ２００ｍｍ
×３００ｍｍ、表面にハードコート層を有しない〕の一方の面に、ＰＥＴフィルム〔厚み
２３μｍ、透湿度２４ｇ／ｍ 2／２４時間、大きさ２００ｍｍ×３００ｍｍ〕を、アクリ
ル系感圧型接着剤を介して積層し、積層板を得た。この積層板の評価結果を表１に示す。
この積層板は、プラズマディスプレイ用前面板としてプラズマディスプレイの前面に配置
して使用しても、長期間に亘り内部に気泡が殆ど発生しない。
【００２６】
実施例４
ＰＥＴフィルムに代えて、片面にハードコート層を有するアクリル系樹脂フィルム〔厚み
１３０μｍ、透湿度２４ｇ／ｍ 2／２４時間、大きさ２００ｍｍ×３００ｍｍ〕を用い、
ハードコート層側を外側にしてアクリル系感圧型接着剤を介して透明樹脂板（「Ｓｘ００
００」）に積層する以外は実施例３と同様に操作して、積層板を得る。この積層板は、高
温乾燥下または高温高湿度下に長期間放置しても、内部に気泡がほとんど発生しない。ま
た、この積層板はプラズマディスプレイ用前面板としてプラズマディスプレイの前面に配
置して使用しても、長期間に亘り内部に気泡が殆ど発生しない。
【００２７】
実施例５
ＰＥＴフィルムに代えて、片面にハードコート層を有するポリカーボネート系樹脂フィル
ム〔厚み１２９μｍ、透湿度２９ｇ／ｍ 2／２４時間、大きさ２００ｍｍ×３００ｍｍ〕
を用い、ハードコート層側を外側にしてアクリル系感圧型接着剤を介して透明樹脂板（「
Ｓｘ００００」）に積層する以外は実施例３と同様に操作して、積層板を得る。この積層
板は、高温乾燥下または高温高湿度下に長期間放置しても、内部に気泡がほとんど発生し
ない。また、この積層板はプラズマディスプレイ用前面板としてプラズマディスプレイの
前面に配置して使用しても、長期間に亘り内部に気泡が殆ど発生しない。
【００２８】
比較例１
実施例１で用いたと同じ透明樹脂板〔「Ｓｘ００００」、厚み３ｍｍ、大きさ２００ｍｍ
×３００ｍｍ、表面にハードコート層を有しない〕の一方の面に、反射防止機能を有する
プラスチックフィルム〔「リアルック２２０１」、大きさ２００ｍｍ×３００ｍｍ〕を感
圧型接着剤層側で積層し、一方の面に銀層と酸化インジウム層とが交互に積層された薄膜
を全面に亙って有して電磁波遮蔽機能と赤外線遮蔽機能とを有するＰＥＴフィルム〔厚み
５０μｍ、透湿度０ｇ／ｍ 2／２４時間、大きさ２００ｍｍ×３００ｍｍ〕をアクリル系
感圧型接着剤を介して積層し、積層板を得た。この積層板の評価結果を表１に示す。この
積層板は、プラズマディスプレイ用前面板としてプラズマディスプレイの前面に配置して
長期間に亘り使用すると、ＰＥＴフィルムと透明樹脂基板との間に気泡が発生するおそれ
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がある。
【００２９】
比較例２
実施例１で用いたと同じ透明樹脂板〔「Ｓｘ００００」、厚み３ｍｍ、大きさ２００ｍｍ
×３００ｍｍ、表面にハードコート層を有しない〕の一方の面に、ＰＥＴフィルム〔厚み
１８４μｍ、透湿度３ｇ／ｍ 2／２４時間、大きさ２００ｍｍ×３００ｍｍ〕をアクリル
系感圧型接着剤を介して積層し、積層板を得た。この積層板の評価結果を表１に示す。こ
の積層板は、プラズマディスプレイ用前面板としてプラズマディスプレイの前面に配置し
て長期間に亘り使用すると、ＰＥＴフィルムと透明樹脂基板との間に気泡が発生するおそ
れがある。
【００３０】
【表１】
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